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東
北
風
景
写
真
家
協
会

第
５
回
総
会
報
告

平
成
２
３
年
１
月
３
０
日
（
日
）
第
５
回
総
会
を
仙
台
市
の
戦
災
復
興
記

念
館
４
階
研
修
室
に
於
い
て
開
催
い
た
し
ま
し
た
。
総
会
に
先
立
ち
前
年
同

様
、
椎
名
亮
介
顧
問
に
依
る
ス
ラ
イ
ド
＆
ト
ー
ク
も
開
催
、
今
回
は
「
滝
と

渓
流
を
撮
る
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
１
８
０
点
に
及
ぶ
作
品
を
拝
見
し
、
美
し

い
渓
流
や
滝
の
表
情
を
写
し
止
め
る
手
法
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。
（
別
欄

に
要
約
を
掲
載
）
総
会
の
方
は
提
出
さ
れ
た
議
事
全
て
が
承
認
さ
れ
無
事
終

了
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
当
日
総
会
に
参
加
出
来
な
か
っ
た
会
員
に
は

総
会
資
料
他
を
各
自
郵
送
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

総
会
は
午
後
４
時
４
０
分
よ

り
開
始
の
予
定
で
し
た
が
、
椎

名
顧
問
の
ご
講
演
で
は
大
変
熱

の
籠
も
っ
た
ご
説
明
を
頂
戴

し
、
会
員
か
ら
の
質
問
も
沢
山

出
ま
し
た
の
で
時
間
を
延
長
。

そ
の
結
果
午
後
５
時
か
ら
の
開

始
と
な
っ
た
。

進
藤
副
会
長
の
司
会
で
開
会

を
宣
言
。
会
場
は
午
後
６
時
ま

で
の
予
約
で
し
た
の
で
、
議
事

の
ス
ム
ー
ズ
な
運
営
ご
協
力
を

会
員
に
お
願
い
し
ま
し
た
。

最
初
に
竹
内
正
会
長
か
ら
、

「
会
も
第
５
回
の
総
会
を
迎
え

て
会
員
も
１
０
０
名
近
く
な

り
、
今
後
は
一
層
内
容
を
充
実

さ
せ
て
東
北
各
県
の
会
員
加
入

を
進
め
て
ゆ
き
た
い
」
と
ご
挨

拶
頂
い
た
。

そ
の
後
、
客
足
数
を
確
認

（
出
席
者
５
０
名
、
委
任
状
１

８
名
、
在
籍
会
員
９
３
名
）

し
、
総
会
の
成
立
を
報
告
。
続

い
て
議
長
選
出
に
入
り
、
事
務

局
一
任
と
の
こ
と
で
丸
山
幹
事

長
を
議
長
に
選
出
。
議
長
挨
拶

の
後
議
事
に
移
っ
た
。

（
１
）
平
成
２
２
年
度
事
業
報

告
は
進
藤
副
会
長
よ
り
、
一
般

事
項
、
撮
影
会
、
会
報
発
行
状

況
、
役
員
会
・
幹
事
会
の
開

催
、
会
員
の
移
動
状
況
を
総

会
資
料
を
基
に
説
明
。

（
２
）
平
成
２
２
年
度
収
支

報
告
は
渡
邉
セ
ツ
会
計
幹
事

よ
り
説
明
。
引
き
続
き
、

（
３
）
会
計
監
査
報
告
は
佐

々
木
康
照
監
事
よ
り
帳
簿
と

領
収
書
類
を
監
査
の
結
果
、

正
確
に
処
理
さ
れ
て
い
た
旨

報
告
さ
れ
た
。

会
員
か
ら
の
質
問
で
収
入

の
部
の
年
会
費
が
２
３
年
度

及
び
２
４
年
度
分
が
含
ま
れ

て
い
る
が
、
預
り
金
処
理
に

す
べ
き
で
は
と
の
指
摘
を
受

け
、
次
年
度
よ
り
修
正
す
る

こ
と
で
承
認
を
得
ま
し
た
。

（
４
）
平
成
２
３
年
度
事
業

計
画
（
案
）
は
１
～
３
・
撮

影
会
開
催
、
勉
強
会
、
セ
ミ

ナ
ー
及
び
撮
影
実
習
に
つ
い

て
撮
影
会
担
当
幹
事
の
渡
邊

善
夫
副
会
長
よ
り
説
明
。

４
．
展
示
発
表
会
は
進
藤
副

会
長
が
来
年
度
開
催
に
向

け
、
「
せ
ん
だ
い
メ
デ
ィ
ア

テ
ー
ク
」
会
場
予
約
は
今
年

４
月
実
施
予
定
を
報
告
。

５
．
会
員
拡
大
は
松
本
隆
会

員
拡
大
担
当
幹
事
よ
り
協
力

依
頼
。
６
．
季
刊
紙
発
行
は

秋
葉
健
一
副
会
長
が
説
明
。

（
５
）
平
成
２
３
年
度
収
支

予
算
（
案
）
は
渡
邉
セ
ツ
会

計
幹
事
が
説
明
。
会
員
か
ら

表
に
（
案
）
の
金
額
し
か
記

載
さ
れ
て
い
な
い
が
、
前
年

実
績
も
記
載
し
た
方
が
、
と

の
意
見
を
受
け
、
来
年
度
よ

り
記
載
す
る
旨
報
告
。
事
業

・
会
計
（
案
）
の
承
認
を
求

め
、
了
承
を
得
た
。

（
６
）
規
約
改
正
及
び
役
員

改
選
に
つ
い
て
進
藤
副
会
長

が
説
明
。
規
約
は
現
状
に
合

わ
せ
改
正
、
役
員
は
会
長
、

副
会
長
、
幹
事
長
、
監
事
の

改
選
を
報
告
、
会
員
の
了
承

を
得
て
本
日
の
議
事
を
全
て

終
了
。
議
長
を
解
任
し
午
後

６
時
に
総
会
を
終
了
し
た
。

引
き
続
き
．
会
場
を
一
番
町

の
仙
台
ラ
イ
オ
ン
に
移
し
て

懇
親
会
を
開
催
。
竹
内
会
長

の
ご
挨
拶
の
後
、
秋
田
よ
り

ご
参
加
の
小
松
金
吾
会
員
の

音
頭
で
乾
杯
、
和
や
か
に
懇

親
を
深
め
た
。
途
中
で
竹
内

会
長
、
秋
葉
副
会
長
、
進
藤

幹
事
長
提
供
に
よ
る
賞
品
の

抽
選
会
も
行
い
楽
し
ん
だ
。

椎
名
亮
介
顧
問
セ
ミ
ナ
ー

シ
ャ
ッ
タ
ー
ス
ピ
ー
ド
で
造
形

「
滝
と
渓
流
を
撮
る
」

協
会
企
画
撮
影
ツ
ア
ー
イ
ベ
ン
ト

第
３
回
撮
影
実
習
勉
強
会
開
催
案
内

★
写
真
コ
ン
テ
ス
ト

上
位
入
選
者

２
０
１
０
年
Ｎ
Ｈ
Ｋ
文
化
セ
ン
タ

ー
写
真
大
賞

奨
励
賞

櫻
井

亮
「
棚
田
の
夜
明
け
」

入
選

古
山

善
一
朗
「
安
穏
」

佳
作

佐
藤

哲
子
「
こ
ん
に
ち
わ
」

前
号
に
て
秋
葉
健
一
会
員
の

Ｎ
Ｈ
Ｋ
文
化
セ
ン
タ
ー
写
真
大

賞
入
選
を
掲
載
し
ま
し
た
が
、

右
記
の
通
り
他
に
も
受
賞
者
が

あ
り
大
変
失
礼
致
し
ま
し
た
。

コ
ン
テ
ス
ト
入
賞
者
は
是
非

と
も
事
務
局
か
編
集
者
宛
に
ご

連
絡
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

★
新
規
入
会
会
員
紹
介

宮
城
県
仙
台
市

大
友

悦
夫

会
員
の
お
知
り
合
い
で
当
協

会
に
未
加
盟
の
方
が
お
り
ま
し

た
ら
是
非
ご
紹
介
と
ご
勧
誘
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

尚
、
事
務
局
を
お
願
い
し
て

い
ま
す
エ
ー
ゼ
ッ
ト
・
フ
ォ
ト

は
丸
山
副
会
長
の
勤
務
先
で
す

が
、
業
務
の
関
係
で
事
務
局
に

常
駐
い
た
し
て
お
り
ま
せ
ん
。

新
規
入
会
者
は
入
会
申
込
書

に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
提
出

頂
い
て
お
り
ま
す
が
、
退
会
者

に
つ
い
て
は
規
定
が
有
り
ま
せ

ん
。
つ
き
ま
し
て
は
、
ご
都
合

で
退
会
さ
れ
る
会
員
は
会
報
他

各
種
案
内
の
郵
送
停
止
・
年
会

費
納
入
の
確
認
が
必
要
に
な
り

ま
す
の
で
、
便
箋
等
に
お
名
前

・
退
会
年
月
日
及
び
退
会
理
由

を
ご
記
入
の
上
事
務
局
宛
に
ご

提
出
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

先
般
の
総
会
で
今
年
度
事

業
計
画
の
中
に
あ
り
ま
し
た

協
会
企
画
撮
影
イ
ベ
ン
ト
ツ

ア
ー
第
１
弾
が
決
定
致
し
ま

し
た
。
撮
影
地
は
青
森
県
の

八
甲
田
・
十
和
田
方
面
で

す
。
旅
行
企
画
は
撮
影
ツ
ア

ー
で
お
馴
染
み
の
さ
く
ら
観

光
（
株
）
に
な
り
ま
す
。

詳
細
は
別
添
チ
ラ
シ
を
ご

覧
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す

が
、
簡
単
に
内
容
を
掲
載
さ

せ
て
頂
き
ま
す
。

実
施
日
：
平
成
２
３
年
５
月
１

７
日
（
火
）
～
１
８
日
（
水
）

一
泊
二
日

募
集
人
員:

３
５
名

費
用:

２
６
，
８
０
０
円

宿
泊
先:

青
森
県
・
蔦
温
泉

「
蔦
温
泉
旅
館
」
（
新
館
・
急

な
階
段
は
有
り
ま
せ
ん
）

主
な
撮
影
地
：
廃
校
の
遅
咲

き
桜
、
夕
景
の
十
和
田
湖
、

早
朝
の
田
代
平
、
新
緑
の
蔦

沼
（
七
池
め
ぐ
り
）
等
で

す
。
「
丁
度
こ
の
時
期
は
新

緑
と
山
桜
の
開
花
と
が
重
な

り
合
う
」
と
、
角
館
の
プ
ロ

写
真
家
・
小
松
ひ
と
み
さ
ん

が
富
士
フ
ォ
ト
サ
ロ
ン
仙
台

で
個
展
を
開
催
さ
れ
た
折
お

話
し
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

総
会
時
に
企
画
を
説
明
し

ま
し
た
ら
、
既
に
参
加
申
込

み
が
多
く
入
っ
て
い
ま
す
。

申
込
先
は
下
の
記
事
と
同
じ

で
す
。
お
早
め
に
！
！

第
３
回
撮
影
実
習
勉
強
会
が

新
緑
の
宮
城
県
美
術
館
周
辺
に

て
開
催
決
定
致
し
ま
し
た
。
昨

秋
開
催
場
所
の
近
く
で
す
が
新

緑
と
紅
葉
の
違
い
を
写
し
て
比

較
す
る
の
も
勉
強
に
な
る
の
で

は
？
フ
ィ
ル
ム
現
像
の
関
係
上

参
加
人
数
に
限
り
が
あ
り
ま

す
。
申
し
込
み
は
お
早
め
に
。

実
施
期
日:

平
成
２
３
年
６
月
７
日
（
火
）

実
施
内
容
：

フ
ィ
ル
ム
カ
メ
ラ
＝
撮
影
・
現

像
後
作
品
セ
レ
ク
ト
し
５
コ
マ

提
出
（
フ
ィ
ル
ム
各
自
持
参
）

デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
＝
撮
影
後
Ｐ

Ｃ
に
て
画
像
セ
レ
ク
ト
し
５
コ

マ
Ｕ
Ｓ
Ｂ
に
コ
ピ
ー
し
て
提
出

研
修
場
所
：

戦
災
復
興
記
念
館
４
階
第
２
会

議
室
・
研
修
室

募
集
人
員:

２
０
名
先
着
順

費
用:

２
，
０
０
０
円
（
現
像

代
・
会
場
費
・
講
師
料
他
）

申
込
先
：

事
務
局
エ
ー
ゼ
ッ
ト
・
フ
ォ
ト

Ｔ
Ｅ
Ｌ:

７
２
２-

３
７
５
５

丸
山
慎
一
携
帯
番
号:

０
９
０

-

５
５
９
４-

１
４
３
９

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

恒
例
に
な
っ
た
椎
名
先
生
に

よ
る
「
感
動
を
お
ぼ
え
る
風

景
」
の
セ
ミ
ナ
ー
が
1
月
３
０

日
、
総
会
に
先
立
っ
て
開
か
れ

ま
し
た
。
4
回
目
と
な
る
椎
名

先
生
の
セ
ミ
ナ
ー
に
は
５
０
名

を
超
え
る
会
員
が
参
加
し
、
2

時
間
余
り
、
講
師
と
も
ど
も
感

動
に
浸
り
ま
し
た
。
「
滝
と
渓

流
」
を
対
象
と
す
る
作
例
を
中

心
と
し
て
、
特
に
シ
ャ
ッ
タ
ー

ス
ピ
ー
ド
の
大
切
さ
に
つ
い
て

伺
い
ま
し
た
。
特
に
印
象
に
残

っ
た
ポ
イ
ン
ト
を
振
り
返
っ
て

み
よ
う
。

狙
い
を
定
め
て
イ
メ
ー
ジ

を
つ
く
る

美
し
さ
を
強
調
す
る
の
か
、
神

秘
的
な
雰
囲
気
の
描
写
を
す
る

の
か
、
そ
れ
と
も
躍
動
感
を
出

し
た
い
の
か
狙
い
を
は
っ
き
り

さ
せ
る
。
い
つ
も
動
い
て
い
る

流
れ
で
は
シ
ャ
ッ
タ
ー
ス
ピ
ー

ド
に
よ
り
そ
の
表
情
が
変
わ
っ

て
く
る
。
自
分
の
イ
メ
ー
ジ

す
る
表
情
に
近
づ
け
る
ス
ピ

ー
ド
の
選
択
の
た
め
に
は
、

Ｎ
Ｄ
フ
ィ
ル
タ
ー
は
必
須
で

あ
る
。
自
分
の
レ
ン
ズ
の
最

大
径
に
合
わ
せ
て
4
倍
と
８

倍
の
Ｎ
Ｄ
フ
ィ
ル
タ
ー
を
2

枚
準
備
し
、
あ
と
は
ス
テ
ッ

プ
ア
ッ
プ
リ
ン
グ
で
対
応
す

れ
ば
万
全
で
あ
ろ
う
。

滝
は
ア
ン
グ
ル
を
変
え
動

と
静滝

は
全
体
風
景
だ
け
で
満
足

せ
ず
、
カ
メ
ラ
の
位
置
、
ア
ン

グ
ル
を
変
え
る
こ
と
で
、
背
景

や
光
の
方
向
を
綯
い
合
わ
せ

て
、
最
も
感
動
す
る
場
面
を
切

り
取
ろ
う
。
速
い
ス
ピ
ー
ド
で

滝
の
瞬
間
の
不
思
議
な
模
様
を

捉
え
た
り
、
滝
の
感
動
し
た
部

分
を
シ
ャ
ッ
タ
ー
ス
ピ
ー
ド
を

変
え
て
写
し
、
静
と
動
の
対
比

を
試
み
よ
う
。

小
野
川
の
不
動
滝
な
ど
多
く

の
滝
の
作
例
を
も
と
に
、
逆
光

と
し
ぶ
き
や
棘
を
速
い
ス
ピ
ー

ド
で
捉
え
る
こ
と
や
、
遅
い
ス

ピ
ー
ド
で
美
し
く
撮
る
こ
と
な

ど
を
伺
っ
た
。
何
を
捉
え
る
の

か
自
分
の
イ
メ
ー
ジ
に
近
づ
け

る
よ
う
に
す
る
こ
と
が
肝
要
で
あ

る
。
滝
壺
の
隅
の
方
の
小
さ
な
泡

の
不
思
議
な
模
様
も
印
象
的
で
あ

る
。
何
段
か
ス
ピ
ー
ド
を
変
え
て

撮
影
し
て
、
そ
の
中
か
ら
決
定
的

な
作
品
を
選
ぶ
の
も
ま
た
楽
し
み

で
あ
る
。

渓
流
は
風
情
や
造
形

風
景
と
し
て
の
切
り
取
り
方
、

波
の
形
の
美
し
さ
、
遠
近
感
を
考

え
て
、
空
気
感
を
表
す
よ
う
に
工

夫
し
た
い
。
ス
ピ
ー
ド
を
遅
く
し

て
流
れ
を
柔
ら
か
く
美
し
く
表
現

し
て
、
幻
想
的
な
幽
玄
の
風
情
を

出
し
て
み
よ
う
。
Ｎ
Ｄ
フ
ィ
ル
タ

ー
を
用
い
て
超
ス
ロ
ー
で
落
葉
の

動
き
を
撮
る
と
、
多
様
な
色
彩
で

人
工
で
は
得
ら
れ
な
い
不
思
議
な

美
し
い
模
様
に
驚
か
さ
れ
る
。
ス

ロ
ー
シ
ャ
ッ
タ
ー
で
造
形
的
な
面

白
さ
を
表
現
し
た
り
、
ま
た
速
い

シ
ャ
ッ
タ
ー
で
細
か
い
模
様
を
切

り
取
る
た
め
に
も
、
Ｎ
Ｄ
フ
ィ
ル

タ
ー
の
幅
広
い
テ
ク
ニ
ッ
ク
を
マ

ス
タ
ー
し
よ
う
。

氷
瀑
・
し
ぶ
き
氷

滝
の
様
子
は
年
に
よ
っ
て
条
件

が
大
き
く
変
わ
る
。
全
体
の
美

し
さ
と
と
も
に
、
氷
結
状
況
の

特
徴
を
捉
え
、
氷
の
形
の
面
白

さ
、
冷
た
さ
や
厳
し
さ
を
も
表

現
し
よ
う
。
凍
っ
た
部
分
と
流

れ
て
い
る
部
分
の
対
比
に
も
、

シ
ャ
ッ
タ
ー
ス
ピ
ー
ド
の
選
択

が
生
き
て
く
る
。
今
冬
は
猪
苗

代
湖
の
し
ぶ
き
氷
の
生
成
も
良

好
で
、
撮
影
ポ
イ
ン
ト
や
安
全

確
保
へ
の
注
意
も
伺
っ
た
。

先
生
の
主
宰
さ
れ
る
風
景
写

真
塾
で
用
い
ら
れ
る
撮
影
デ
ー

タ
メ
モ
の
小
冊
子
を
い
た
だ
い

た
。

撮
影
条
件
を
メ
モ
し
て
お
く
こ

と
は
感
動
を
お
ぼ
え
る
写
真
へ

の
第
一
歩
で
も
あ
ろ
う
。

参
考

多
く
の
滝
の
撮
影
ポ
イ

ン
ト
を
伺
っ
た
が
、
次
の
本
に

は
多
く
の
滝
が
網
羅
さ
れ
て
お

り
、
役
立
つ
で
あ
ろ
う
。

「
日
本
の
滝
」
1

東
日
本
６

６
１
滝

写
真
・
文/

北
中

康
文
、
山
と
渓
谷
社

（
３
，
８
０
０
円
）

（
記
・
秋
葉
健
一
）

椎名顧問・セミナー会場の様子



桜

景

色

岩
手
・
青
森
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写
真
・
・
・
・
こ
ん
な
話
、
あ
ん
な
話

新
し
い
流
れ
、
新
し
い
形

写
真
美
術
館
め
ぐ
り
を
企
画

し
た
三
年
前
の
時
点
で
は
予
想

し
て
い
な
か
っ
た
ブ
ル
ー
ホ
ー

ル
、
そ
し
て
ぷ
か
ぷ
館
が
東
北

の
地
に
新
た
に
オ
ー
プ
ン
し
、

こ
こ
に
紹
介
で
き
る
こ
と
は
と

り
わ
け
嬉
し
い
こ
と
で
す
。
一

方
、
い
つ
の
間
に
か
写
真
店
が

少
な
く
な
り
、
店
頭
か
ら
フ
ィ

ル
ム
カ
メ
ラ
が
消
え
、
ポ
ジ
フ

ィ
ル
ム
も
希
少
に
な
り
つ
つ
あ

り
ま
す
。

写
真
を
め
ぐ
る
周
囲
の
状
況
は

我
々
の
意
識
よ
り
、
ず
っ
と
速

く
変
化
し
て
い
る
よ
う
で
す
。

季
報
発
刊
か
ら
約
四
年
「
こ

ん
な
話
、
あ
ん
な
話
」
、
い
や

こ
の
会
報
自
体
も
い
つ
し
か

「
歴
史
の
証
言
」
の
ひ
と
こ
ま

と
な
る
か
も
し
れ
な
い
。

フ
ィ
ル
ム
も
デ
ジ
タ
ル
も
利

用
で
き
る
現
在
、
そ
の
特
徴
を

生
か
し
、
自
分
な
り
の
風
景
を

切
り
取
り
、
楽
し
め
る
こ
と

は
、
幸
せ
で
も
あ
る
。
ミ
セ

ス
、
ヤ
ン
グ
と
と
も
に
、
シ
ニ

ア
も
切
磋
琢
磨
し
て
、
味
の
あ

る
写
真
を
追
っ
て
い
き
た
い
も

の
で
す
。

会
員
皆
様
か
ら
の
記
事
の
ご
投

稿
を
心
よ
り
お
待
ち
致
し
て
お

り
ま
す
。

編
集
後
記

写
真
美
術
館
め
ぐ
り

桜
と
武
家
屋
敷
の
角
館

ぷ
か
ぷ
館

中
判
カ
メ
ラ

デ
ジ
タ
ル
６
４
５

の
使
い
こ
な
し
（
１
）

進
藤

弘
融

北
東
北
は
四
月
中
旬
か

ら
五
月
上
旬
が
桜
の
見
ご

ろ
と
な
る
。
カ
メ
ラ
マ
ン

の
多
く
は
桜
を
追
い
か

け
、
撮
影
の
原
点
と
し
て

い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

昨
年
岩
手
小
岩
井
農
場

の
一
本
桜
に
出
向
き
、
隣

に
陣
取
っ
た
男
性
二
人
は

奈
良
か
ら
桜
を
求
め
て
北

上
し
、
す
べ
て
車
中
泊
の

よ
う
だ
。
小
岩
井
牧
場
は

雄
大
な
岩
手
山
の
残
雪
に

映
え
る
桜
が
美
し
い
。

盛
岡
市
の
中
心
部
に
あ

る
岩
手
公
園
は
、
苔
む
し

た
城
の
石
垣
と
の
調
和
が

風
情
を
た
だ
よ
わ
せ
る
。

盛
岡
市
西
北
部
の
高
松

公
園
に
は
、
周
囲
二
キ
ロ

の
池
の
周
り
に
桜
や
松
が

植
え
ら
れ
て
い
る
。
遠
く

に
岩
手
山
を
望
み
、
池
に

映
る
千
本
の
桜
が
見
事
で

あ
る
。

北
上
市
の
展
勝
地
は
北

上
川
の
河
畔
に
一
万
本

の
桜
が
あ
り
、
珊
瑚
橋

を
中
心
に
樹
齢
八
十
年

以
上
の
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ

の
桜
並
木
の
ト
ン
ネ
ル

と
な
る
。

問
合
せ
：
小
岩
井
牧
場

０
１
９-

６
９
２

-

４
３
２
１

盛
岡
市
観
光
協
会
０
１
９-

６

０
４-

３
３
０
５

、
北
上
市
０

１
９
７-

64-

２
１
１
１

撮
影
ポ
イ
ン
ト
で
最
大
地

は
や
は
り
弘
前
公
園
が
あ
げ

ら
れ
る
。
桜
を
入
れ
な
が
ら

城
、
堀
、
赤
い
橋
、
石
垣
を

配
し
て
様
々
な
フ
レ
ミ
ン
グ

が
取
れ
る
。
さ
ら
に
残
雪
の

岩
木
山
、
花
筏
、
夜
桜
な
ど

の
撮
影
を
楽
し
め
る
魅
力
は

他
に
は
な
い
。
城
内
に
は
枝

垂
桜
等
も
多
く
、
長
い
期
間

楽
し
め
る
。
公
園
に
は
早
朝

で
も
入
る
こ
と
が
で
き
、
撮

影
に
は
好
都
合
で
あ
る
。

青
森
県
で
は
三
戸
城
本
丸

と
千
六
百
本
の
桜
、
津
軽
鉄

道
と
二
千
本
の
桜
の
金
木
芦

野
公
園
、
岩
木
山
神
社
に
は

岩
木
山
を
入
れ
て
世
界
一
と

い
わ
れ
る
二
十
キ
ロ
の
桜
並

木
、
同
じ
く
岩
木
山
を
背
景

に
二
百
本
の
岩
木
川
公
園
、

岩
木
山
と
珍
し
い
形
の
木
造

の
橋
と
と
も
に
津
軽
富
士
見

湖
な
ど
が
あ
る
。
複
数
個
所

の
コ
ー
ス
を
定
め
て
じ
っ
く

り
と
狙
っ
て
み
た
い
。

問
合
せ
青
森
県
三
戸
町
役
場

０
１
７
９-

20-

２
１
１
１

金
木
町
商
工
会
０
１
７
３

-

52-

２
６
１
１
、

弘
前
公
園

弘
前
市
観
光

会
館
０
１
７
２-

37-

５
１

１
１
、
岩
木
川
河
川
公
園

板
柳
町
役
場
０
１
７
２

-

73-

２
１
１
１（

松
本
隆
）

桜
の
名
所
檜
木
内
川
の
ほ

と
り
、
黒
い
建
物
の
二
階
に

ギ
ャ
ラ
リ
ー
＆
カ
フ
ェ
「
ぷ

か
ぷ
館
」
が
あ
る
。
東
北
の

自
然
を
対
象
に
写
真
を
撮
り

続
け
て
い
る
写
真
家
、
小
松

ひ
と
み
さ
ん
が
二
〇
〇
八
年

に
オ
ー
プ
ン
さ
れ
ま
し
た
。

小
松
さ
ん
は
か
っ
て
女
子
バ

ス
ケ
ッ
ト
の
選
手
、
実
業
団

日
本
代
表
の
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

と
し
て
活
躍
。
ふ
る
さ
と
角

館
に
戻
り
、
写
真
の
道
に
転

進
さ
れ
た
異
色
の
写
真
家

で
、
河
北
写
真
展
や
フ
ォ
ト

コ
ン
等
の
審
査
員
と
し
て
も

知
ら
れ
て
い
ま
す
。

ぷ
か
ぷ
か
浮
か
ぶ
雲
か
ら

連
想
し
て
名
付
け
ら
れ
た

「
ぷ
か
ぷ
館
」
に
は
、
小
松

さ
ん
の
写
真
が
常
設
展
示
さ

れ
て
い
る
。

「
日
本
の
色
」
シ
リ
ー
ズ

で
は
、
作
品
を
、
赤
、

黄
、
緑
、
青
の
そ
れ
ぞ
れ

の
テ
ー
マ
の
も
と
に
展
示

し
、
二
ヶ
月
程
で
変
え
て

い
る
と
の
こ
と
で
す
。
さ

ら
に
紫
、
黒
、
金
、
銀
、

虹
色
の
シ
リ
ー
ズ
の
企
画

を
お
持
ち
と
の
こ
と
。
た

と
え
ば
、
「
青
」
で
も
、

群
青
色
、
紺
碧
、
瑠
璃
色

な
ど
は
多
少
馴
染

み
も
あ
る
が
、
あ

い
ね
ず
、
み
ず
あ

さ
ぎ
、
や
ま
あ
い

ず
り
、
と
な
る
と

想
像
だ
に
で
き
な

い
。
そ
れ
が
、
写

真
を
拝
見
す
る
と

イ
メ
ー
ジ
が
伝
わ

り
、
詩
情
あ
ふ
れ
る
和
歌

の
世
界
の
よ
う
だ
。
日
本

語
の
豊
か
さ
、
そ
れ
を
表

現
す
る
感
性
に
心
和
む
思

い
が
す
る
。

カ
フ
ェ
・
コ
ー
ナ
で
は

ケ
ー
キ
や
コ
ー
ヒ
を
味
わ

う
こ
と
が
で
き
、
く
つ
ろ

ぎ
な
が
ら
写
真
鑑
賞
が
楽

し
め
ま
す
。

開

館
10
～
17
時

（

水

、

木
）
休
館

入
館
無
料

Ｔ
ｅ
ｌ
：

０
１
８
７-

53

-

２

４

７

３

w
w
w
.

h
i
t
o
m
i
-

k
.

c
o
m
/

p
u
k
a
p
u
/

（
秋
葉
健
一
）

前
号
で
は
渡
邉
善
夫
会
員

が
Ｐ
Ｅ
Ｎ
Ｔ
Ａ
Ｘ
６
４
５

Ｄ
カ
メ
ラ
の
機
構
や
機
能

に
つ
い
て
詳
し
く
書
か
れ

ま
し
の
で
、
今
号
は
６
４

５
Ｄ
カ
メ
ラ
を
使
用
し
て

感
じ
た
各
種
機
能
や
使
い

勝
手
な
ど
を
書
か
せ
て
頂

き
ま
す
。
「
但
し
、
ま
だ

搭
載
さ
れ
た
機
能
を
十
分

理
解
し
た
上
で
使
い
熟
し

て
い
る
訳
で
は
あ
り
ま
せ

ん
の
で
」
と
事
前
に
言
い

訳
を
言
っ
て
お
き
ま
す
。

１
．
値
段
、
約
８
０
万
円
と

い
う
価
格
は
や
は
り
簡
単

に
手
の
出
せ
る
金
額
で
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
中
判
デ

ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
と
し
て
は
外

国
製
の
３
０
０
～
４
０
０
万

円
や
国
産
先
発
メ
ー
カ
ー
の

約
１
４
０
万
円
、
３
５
ｍ
ｍ

フ
ル
サ
イ
ズ
デ
ジ
タ
ル
一
眼

超
高
級
機
の
約
８
０
万
円
と

い
う
価
格
か
ら
考
え
ま
す

と
、
待
ち
焦
が
れ
て
い
た
人

に
と
っ
て
は
今
迄
考
え
ら
れ

な
か
っ
た
よ
う
な
リ
ー
ズ
ナ

ブ
ル
な
価
格
に
な
っ
た
と
も

云
え
ま
す
。
し
か
し
高
額
商

品
で
あ
る
こ
と
に
は
間
違
い

あ
り
ま
せ
ん
。
後
は
価
値
に

見
合
う
丈
の
使
い
こ
な
し
方

次
第
で
す
。

２
．
特
徴
は
、
超
高
画
質

（
４
０
０
０
万
画
素
）
と
豊

か
な
諧
調
表
現
力
（
４
４

×
３
３
ｍ
ｍ
イ
メ
ー
ジ
セ

ン
サ
ー
）
が
一
番
と
思
い

ま
す
。
写
し
た
画
像
を
カ

ラ
ー
調
整
済
み
の
パ
ソ
コ

ン
画
面
に
映
し
出
し
、
拡

大
し
て
見
る
と
、
細
部
ま

で
綺
麗
に
映
し
出
さ
れ
、

諧
調
も
セ
ン
サ
ー
が
大
き

い
だ
け
に
１
４
ビ
ッ
ト

（
１
６
，
３
８
４
諧
調
）

の
非
常
に
ス
ム
ー
ズ
な
表

現
が
出
来
て
い
ま
す
。
一
般
の

デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
は
８
ビ
ッ
ト

（
２
５
６
諧
調
）
又
は
高
級
一

眼
レ
フ
カ
メ
ラ
で
も
１
２
ビ
ッ

ト
（
４
，
０
９
６
諧
調
）
程
度

で
す
の
で
、
そ
の
表
現
力
は
全

紙
や
全
倍
等
に
大
伸
ば
し
し
た

時
は
っ
き
り
違
い
が
出
る
と
思

い
ま
す
。

３
．
表
現
方
法
の
違
い
、
フ
イ

ル
ム
カ
メ
ラ
に
は
な
い
も
の
と

し
て
、
撮
影
時
に
ホ
ワ
イ
ト
バ

ラ
ン
ス
：
Ｗ
Ｂ
（
１
０
種

類
）
と
カ
ス
タ
ム
イ
メ
ー

ジ
：
Ｃ
Ｉ
（
８
種
類
）
及
び

Ｉ
Ｓ
Ｏ
感
度
の
設
定
、
途
中

で
の
変
更
等
に
よ
り
色
々
な

表
現
方
法
を
取
る
こ
と
が
出

来
ま
す
。
そ
の
分
組
み
合
わ

せ
が
沢
山
あ
り
ど
れ
が
ベ
ス

ト
な
の
か
迷
う
こ
と
も
多
く

な
り
ま
す
が
、
そ
ん
な
場
合

は
撮
影
メ
ニ
ュ
ー
の
記
録
形

式
を
Ｒ
Ａ
Ｗ
で
設
定
、
撮
影

後
に
Ｗ
Ｂ
と
Ｃ
Ｉ
は
カ
メ
ラ

本
体
や
パ
ソ
コ
ン
画
面
を
利

用
し
て
変
更
や
調
整
が
出
来

ま
す
。
表
現
方
法
は
個
人
の

感
性
に
よ
っ
て
違
い
が
あ
り

ま
す
の
で
、
ど
れ
が
ベ
ス
ト

と
云
う
こ
と
は
出
来
ま
せ
ん

が
、
い
ろ
い
ろ
な
組
み
合
わ

せ
を
沢
山
試
し
て
自
分
な
り

の
表
現
を
取
得
し
て
い
く
し

か
な
い
と
思
い
ま
す
。
私
の

基
本
的
な
撮
影
事
の
設
定
は

記
録
形
式
を
Ｒ
Ａ
Ｗ
、
色
空

間
は
Ａ
ｄ
ｏ
ｂ
ｅ
Ｒ
Ｇ
Ｂ
、

Ｗ
Ｂ
は
太
陽
光
、
（
朝
夕
は

Ｐ
Ｅ
Ｎ
Ｔ
Ａ
Ｘ
独
自
の
Ｃ
Ｔ

Ｅ
に
設
定
）
Ｃ
Ｉ
は
迷
っ
た

場
合
初
期
設
定
で
色
の
誇
張

が
な
く
素
直
な
表
現
で
、

諧
調
性
に
優
れ
て
い
る

「
ナ
チ
ュ
ラ
ル
」
に
て
撮

影
し
ま
す
。
撮
影
後
カ
メ

ラ
の
液
晶
画
面
で
拡
大
し

し
て
見
て
い
ま
す
が
画
面

が
小
さ
く
細
部
の
確
認
は

難
し
い
で
す
。
大
き
な
パ

ソ
コ
ン
画
面
に
写
し
出

し
、
写
り
具
合
を
確
認
し

て
物
足
り
な
い
場
合
は
他

の
Ｗ
Ｂ
や
Ｃ
Ｉ
に
変
換
、

レ
ベ
ル
補
正
を
中
心
に
調

整
し
て
仕
上
げ
て
い
ま

す
。
今
号
は
こ
こ
迄
、
次

号
は
よ
り
具
体
的
な
使
い

方
や
初
期
不
良
問
題
等
を

書
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

先
月
九
日
～
十
二
日
ま

で
、
パ
シ
フ
ィ
コ
横
浜
に
て

開
催
さ
れ
た
、
「
Ｃ
Ｐ
＋

（
シ
ー
ピ
ー
プ
ラ
ス
）
」
に

行
っ
て
き
ま
し
た
。
Ｃ
Ｐ
＋

と
い
っ
て
も
ピ
ン
と
来
な
い

方
が
お
ら
れ
る
と
思
い
ま

す
。
「
カ
メ
ラ
＆
フ
ォ
ト
イ

メ
ー
ジ
ン
グ
シ
ョ
ー
」
と
言

っ
た
方
が
分
り
や
す
い
か
と

思
い
ま
す
。
中
身
は
カ
メ
ラ

・
写
真
・
印
刷
業
界
の
イ
メ

ー
ジ
ン
グ
に
関
す
る
見
本
市

と
考
え
て
く
だ
さ
い
。
日
本

国
内
の
名
立
た
る
デ
ジ
カ
メ

メ
ー
カ
ー
、
レ
ン
ズ
メ
ー
カ

ー
、
写
真
用
品
メ
ー
カ
ー
、

そ
し
て
各
種
写
真
趣
味
の
展

示
の
場
で
構
成
さ
れ
て
い
ま

し
た
。

今
回
、
こ
の
コ
ラ
ム
の
記

事
と
し
て
取
り
上
げ
る
の

は
、
す
ご
い
デ
ジ
カ
メ
や
特

殊
な
レ
ン
ズ
、
用
品
の
こ
と

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
実
は
今

回
行
っ
て
驚
い
た
の
は
、

「
ミ
セ
ス
パ
ワ
ー
＆
ヤ
ン
グ

パ
ワ
ー
」
で
す
。
ま
ず
、
会

場
内
に
一
眼
レ
フ
デ
ジ
カ
メ

を
首
か
ら
下
げ
て
、
か
っ
歩

す
る
「
ご
婦
人
」
が
多
数
目

に
つ
い
た
こ
と
で
す
。
し
か

も
、
自
分
が
愛
用
す
る
カ
メ

ラ
の
ブ
ー
ス
に
足
を
運
び
、

セ
ミ
ナ
ー
開
催
の
三
十
分
以

上
前
か
ら
席
を
取
り
、
セ
ミ

ナ
ー
開
始
さ
れ
る
や
熱
心
に

メ
モ
を
取
り
、
「
ア
ー
ー
」

だ
の
「
う
ー
ー
ん
」
だ
の
と

ご
納
得
の
ご
様
子
。
反
応
が

昨
年
ま
で
の
観
客
と
ま
っ
た

く
違
う
の
で
す
。
し
か
も
お

目
当
て
講
演
者
の
熱
い
信
奉

者
な
の
で
す
。
や
は
り
女
性

は
熱
気
が
違
い
ま
す
。
（
熱

気
で
は
な
く
、
熱
心
さ
と
訂

正
し
ま
し
ょ
う
か
）
日
本
の

ミ
セ
ス
は
今
、
元
気
で
す
。

デ
ジ
カ
メ
市
場
を
引
っ
張
る

大
き
な
牽
引
力
に
な
っ
て
い

ま
す
。

つ
づ
い
て
、
今
回
の
Ｃ
Ｐ

＋
で
大
き
く
変
わ
っ
た
の

は
、
各
メ
ー
カ
ー
が
「
趣
味

の
写
真
」
を
積
極
的
に
バ
ッ

ク
ア
ッ
プ
す
る
姿
勢
で
臨
ん

で
い
る
こ
と
で
す
。
特
に
撮

影
に
関
す
る
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト

レ
ッ
ス
ン
な
ど
小
さ
な
セ
ミ

ナ
ー
を
こ
ま
め
に
行
い
、
そ

の
講
師
に
、
「
新
進
気
鋭
の

女
性
カ
メ
ラ
マ
ン
」
を
起
用

し
て
い
る
こ
と
で
す
。
特

に
、
一
眼
デ
ジ
カ
メ
（
レ
フ

で
は
な
い
）
を
前
面
に
出
し

て
い
る
メ
ー
カ
ー
は
、
女
性

が
楽
し
め
そ
う
な
内
容
に
重

点
（
花
、
子
供
、
ペ
ッ
ト

等
）
を
お
い
て
、
若
い
発
想

の
写
真
ラ
イ
フ
を
伝
え
て
い

ま
し
た
。
ち
ょ
っ
と
そ
の
セ

ミ
ナ
ー
に
聞
き
耳
を
立
て
た

ら
、
な
る
ほ
ど
、
写
真
を
撮

る
視
点
が
「
や
わ
ら
か
く
、

ふ
ん
わ
り
と
」
を
基
調
に
、

笑
顔
の
こ
ぼ
れ
る
や
さ
し
い

写
真
の
楽
し
み
方
を
講
演
し

て
い
ま
し
た
。
観
客
も
二
十

代
～
四
十
代
、
五
十
代
ま
で

幅
広
い
の
が
特
徴
で
す
。
ま

た
、
そ
の
講
演
者
が
、
私
の
息

子
娘
よ
り
も
若
い
「
ヤ
ン
グ
」

で
あ
る
こ
と
で
す
。
そ
し
て
、

な
に
よ
り
も
楽
し
そ
う
で
す
。

そ
ろ
そ
ろ
、
写
真
講
師
と
し
て

の
発
想
転
換
も
迫
ら
れ
そ
う
で

す
。
若
返
る
こ
と
は
無
理
だ
と

し
て
も
。

（
丸
山
慎
一
）

小岩井牧場の桜と岩手山

弘前公園の桜


